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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和3年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施状況

743,000m2（管理面積558,000m2）

主要施設

市民文化の向上及び農業の振興

・さとらんどセンター（農産・畜産加工室、会議室、売店、レストラン他）
・さとらんど交流館（多目的ホール、調理室、会議室）
・市民農園　各種体験農場　ふれあい牧場

公募

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

名称

募集方法

施設・設備等の維持に関する業務、農業体験に関する業務、緑とのふれあい、憩うことのできる場を
市民に提供する業務、農業者と消費者の交流の場を提供する業務、農業に関する情報の収集・提
供業務、農業に関する研修講習等の場の提供業務、使用承認等に関する業務、その他さとらんど
設置目的を達成するため必要な業務

さとみらいプロジェクトグループ（雪印種苗㈱、大星ビル管理㈱）

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

所管局の評価

指定管理者評価シート

事業名 サッポロさとらんど運営管理費 所管課（電話番号）経済観光局農政部農政課（211-2406）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成7年（1995年）7月22日 延床面積

札幌市農業体験交流施設
（サッポロさとらんど）

所在地 札幌市東区丘珠町584番地2名称

農業に関する体験実習の場の提供、緑とのふれあい、憩う場の提供等

指定単位
施設数：1施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

「さとみらいプロジェクトグループ」は、1.経費の効率
化と効果的運用、2.食と農に関する情報発信、体験
学習事業の充実、3.農業への理解を広げるイベン
ト、施設の魅力向上への取組み、4.健全かつ良好な
空間づくり、5.市民が安全安心に利用できる管理運
営、6.民間企業のノウハウを活かした運営の効率
化、7.事業運営の透明性確保　といった基本方針を
策定し、基本方針に基づいて適切な管理運営を行っ
た。

施設数：1施設

項　目

策定した基本方針
を実現し、適切な管
理運営を行った。

①コンプライアンス(法令遵守)の徹底に基づく運営と
利用の場の確保、②各種規程による平等利用の確
保と従業員教育による安定的なサービスの提供、③
ホームページの充実による情報発信機能の強化と
いった方針を策定した。「各種体験」・「講座」等の利
用受付は先着順で行う等、常に平等利用を確保し、
公平・公正を意識した運営を行った。

全体をとおして利用
者の平等利用を確
保し、公平・公正な
運営を行った。

さとらんどの設置目
的及び基本的方向
性を実現するため
の基本方針に基づ
き、良好な管理運営
を行ったものと評価
する。

さとらんどにおける
平等利用を確保す
るための方針に基
づき、各取組を実施
することで公平・公
正な運営を確保した
ものと評価する。
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進として、
下記の取り組みを行った。①冷暖房期間・時間・温
度・対象施設の調整、不要照明の消灯励行などの節
約運動、これ以外の電気、水道、油、ガス等の使用
の節約。②コピー用紙等の消耗品のグリーン購入ガ
イドライン指定品の使用。③7月環境マネジメント研
修を実施。④省エネ法、温対法、札幌市環境マネジ
メントシステムに則り、各種報告書、各種帳票類を提
出。⑤自転車使用を励行、保有車両の使用頻度抑
制とアイドリングストップを実施。
なお、不要照明の消灯励行や冷暖房温度の調整、
節水等については来園者にも協力を働きかける取り
組みを行い、ご協力頂いた。

環境マネジメント研
修等の取り組みを
実施して省エネに
努めた。
又、職員だけでな
く、来園者にも不要
照明の消灯励行、
節水等地球温暖化
対策及び環境配慮
の推進についての
働きかけを行ってご
協力頂いた。

統括責任者である施設長の指示の下、副施設長2名
で指示命令機能を分散し、非常時には統括・指揮機
能の拡充を図る効果的な組織運営体制として事業
の運営を行った。又、さとらんどの業務を10の部門に
分けて部門毎に部門長を配置し、業務毎に行き届い
たサービスを提供した。職員が業務に対し同じ認識
を持って質が高く同一のサービス提供を行うよう、
又、業務毎の専門的な知識・能力を向上させサービ
スと業務品質の向上に寄与するよう研修計画を作成
し、安全教育、マナー接客教育、個人情報保護研
修、関係法令研修、消防訓練、防災教育、安全衛生
研修、環境マネジメント研修、専門技術講習等、職員
の教育・研修を行った。

質の高いサービス
提供を目指し10部
門を設置、部門長を
配置して業務毎に
行き届いたサービ
スを提供した。
又、人材育成に向
けて各種研修を実
施した。

毎月の部門長会議において管理水準の向上に向け
た協議を行った。又、業務遂行についても部門長会
議で協議を行い、部門を横断した応援体制を構築し
て効率的な運営に努めた。
安全対策・事故防止等についても協議を行い、部門
毎に毎月実施した安全教育のうち組織全体に関係
する事項の情報共有等を行った。

定期的に部門長会
議を開催し、全部門
が情報を共有する
とともに業務の応援
や安全対策等につ
いて対応した。

清掃業務、警備業務、保守管理業務、修繕業務、冬
期園内除雪等について第三者委託を行った。受託業
者に対して必要な指導、指示、検査、確認を行い適
正な業務遂行を実現した。
委託にあたっては市内業者を積極的に活用（例：修
繕工事において委託件数 及び 委託金額の75％以
上を委託）した。障がい者の就労支援に協力するた
めレンガ花壇の除草業務を知的障がい者施設へ委
託した。

仕様書に基づいて
適正な業務遂行を
行うとともに、委託
にあたっては市内
業者の積極的な活
用や障がい者施設
への委託に配慮し
て第三者委託を
行った。

各取組を行ったこと
でエネルギー使用
量を必要最低限に
留めたことを評価す
る。
また、利用者にも消
灯励行を行い協力
を得るなど節電対策
を積極的に行ったも
のと評価する。

管理運営について、
常により効率的・効
果的な体制を検討
し、年度ごとで体制
の修正を行ってい
る。また、サービス・
業務品質の向上の
ために、職員の教
育・研修に積
極的に取組むなど
管理運営組織の強
化・資質の向上に努
めていたことも評価
する。

随時業務の見直し
を行うとともに即座
に改善を行ったこと
など、管理水準の向
上に努めたことを評
価する。

本市の承認を得て
受託者に指示・検査
等を適正に実施した
ものと評価する。ま
た、昨年度はコロナ
禍のため断念した
障がい者施設への
業務委託は札幌市
の障がい者施策に
合致しており評価す
る。
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札幌市経済観光局農政部農政課長、同農政係長、
同担当職員
指定管理者構成企業の本社担当責任者
サッポロさとらんど施設長、同副施設長、同副施設
長代行

▽　要望・苦情対応

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回

第6回
2/16

第5回
12/15

新型コロナウイルス感染症に関して
（緊急事態宣言終了後の対応、休業
中の事業の再開準備他）

指定管理業務、自
主事業の明確な区
分経理を実施した。
適切な資金管理、
現金管理を徹底し、
透明性・公明性を確
保した。

要望・苦情については対応マニュアルに基づいて対
応。苦情は全職員に周知して改善等の対応を行い、
必要に応じて職員への指導・研修を実施。
要望等には可及的速やかに対応した。
併せて、札幌市への報告も行った。

苦情・要望への対
応、札幌市への報
告を実施し、利用者
ニーズにも最大限
対応した。

業務計画書・事業報告書を始め、業務日報、各営業
前点検記録、業務の実施に関する帳簿や書類を適
切に記録した。
各種アンケートによりセルフモニタリングを実施。ア
ンケートの集計を毎月行って利用者ニーズの把握と
セルフモニタリングに努めた。
又、毎月の管理運営業務報告書を始め、環境保全
行動報告書、消防訓練等の報告書、施設に関する
各種統計書類等を適宜、札幌市に提出した。
札幌市の検査に対しては、検査をスムーズに行える
よう必要書類の提示等、積極的に対応した。
施設の利用状況、セルフモニタリングの結果等を踏
まえ、自己評価を実施して、以後の運営において管
理水準の向上に努めた。

仕様書で定められ
た書類等を適切に
記録・保管した。各
種アンケートを実施
して利用者ニーズ
の把握、セルフモニ
タリングに努めた。
報告書類等、必要
書類を適宜、札幌
市に提出した。
札幌市の検査や確
認・要請に対して、
積極的に協力し、誠
実に対応した。

新型コロナウイルス感染拡大防止対
応について（夏期営業開始前の準備
状況等）

管理運営水準の維
持・向上のため2か
月に1回、運営協議
会を実施した。
運営協議会以外に
おいても札幌市に
管理業務の状況報
告をこまめに行っ
た。
必要に応じて、随
時、札幌市との打ち
合わせ等を実施し、
管理運営水準の維
持・向上に向けた取
り組みを遅滞なく実
施することができ
た。

第３回
8/18

さとらんどのリフレッシュ事業について
（ＳＬバスや大型木製遊具の更新、
キッズコーナーの新設他）

第４回
10/20

初のオンラインイベント（さとの収穫
祭）について

冬期施設活用事業について
令和４年度の市民農園業務計画

冬期イベント（さとの冬まつり）の報告
冬期施設活用事業の報告

第１回
4/21

第２回
6/16

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

＜協議会メンバー＞

　資金管理については、指定管理業務、自主事業毎
の区分経理を実施、出金・入金の根拠資料を整備
し、使途や取扱いについて透明性を確保し、日常か
ら適切な資金管理を徹底した。
　利用料金収入等の現金等の取扱いは、「現金等取
扱規程」により適切な現金等の管理取扱いを行っ
た。

適正に記録、報告
が行われたほか、ア
ンケート等のセルフ
モニタリングもイベ
ントごとに随時行
い、運営協議会に速
やかに報告が行わ
れたこと等を評価す
る。

定期的に運営協議
会を実施し、業務報
告や連絡事項及び
管理運営上の問題
点などを協議し、業
務の改善が行われ
ていたことを評価す
る。また、管理運営
水準の維持向上へ
の取組を継続してい
ることを評価する。

資金・現金の管理に
ついて、適正に行わ
れていたことを評価
する。

苦情・要望への対
応、札幌市への報
告について、適正に
行われていたことを
評価する。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

利用者の安全確保
に常に配慮して施
設・設備等の全般
的な機能を良好に
維持管理し運用し
た。
駐車場の無料開放
等の利用者サービ
スを実施し、市民
サービスについても
十分な成果をあげ
ることができた。

労働関係法令を遵守するとともに、労基署に就業規
則や時間外労働・休日労働に関する労使協定等の
届出を適切に行った。
職員の雇用環境の維持向上のため、空気環境測定
等を実施した。
衛生管理者を選任し、毎月、労働安全衛生委員会を
開催して職員の健康維持・労働災害の防止に努め
た。

労働関係法令を遵
守し、必要書類の
届出を適切に行っ
た。
雇用環境の維持向
上、健康維持・労働
災害の防止に努め
た。

ア　衛生管理業務
　　　第三者委託により実施し、必要な指導、指示、検
査、確認等を行った。日常清掃（休園日を除く）と定期
清掃、飲料水等の管理、空気環境測定等を実施し、清
潔で健康的な環境を維持した。

イ　警備業務
　　第三者委託により実施し、必要な指導、指示、検
査、確認等を行った。機械警備の活用等により、効率
的かつ適正な警備業務を遂行した。

ウ　施設及び設備の保守点検業務
　　第三者委託により実施し、必要な指導、指示、検
査、確認等を行った。計画的に保守点検業務を行な
い、施設及び設備を良好に維持管理した。建物及び周
辺の安全環境を保持し、利用者の安全を確保した。

エ　飼養動物管理業務
　　関係法令を遵守し、管理業務を行った。
衛生的な環境の維持に努め、家畜の健康状態をしっ
かりと把握した。馬の調教、糞尿の堆肥化等も仕様の
水準を達成した。

オ　緑地管理業務
　　緑地管理は仕様書の水準を達成した。
芝刈りや施肥等を適切に行ない快適な環境を維持す
るように努めた。又、枯れた樹木の伐採や枝払い等を
適切に実施した。

施設・設備等の維
持管理は仕様の水
準を達成した。
利用者のレクリエー
ションの場、憩いの
場となるよう園内の
清掃・芝生等の管
理に努め、良好な
環境を維持した。
開設（平成7年）より
二十数年経過して
おり、施設や設備が
老朽化しているの
で、安全確保に向
けてこまめに点検
し、修繕対応を迅速
に行った。
備品を適切に管理
し、結果を札幌市に
報告した。

　各業務の実施にあたっては利用者、従事職員、近
隣住民等の安全確保を最優先とし、十分に配慮し
た。事業の開始・終了時や毎日の始業前・終業後に
園内の点検を実施して危険や施設の損壊等の異常
が無いことを確認した。
　開園時間中には、管理者（施設長、副施設長）が毎
日2回園内を定期巡回し、職員も当該部門毎に巡回
を実施して安全確保に努めた。
　年間を通しての駐車場の無料開放等を実施して、
市民サービスの向上と利用しやすい施設の実現に
努めた。
　札幌市又は第三者に損害を与えた場合に備え、仕
様の水準を満たした「施設管理者賠償責任保険」
や、「生産物賠償保険」に加入した。
　各業務の問合せ先等、必要な連絡先を利用者に
十分に案内し、担当職員が無線を携帯することに
よって最短の時間で連絡可能な体制を確保した。
夜間及び休園日についても「夜間緊急連絡先」や
「職員緊急連絡網」を整備して連絡体制を確保した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

労働関係法令を遵
守し、監督官庁への
届出など適切に行
われていることを評
価する。

市民サービスの向
上につながるよう、
管理体制の構築と
維持に努めているこ
とを評価する。
緊急対応や保険へ
の加入など事故等
発生時への備えが
十分行われているこ
とを評価する。

仕様書で規定する
管理水準に基づい
た管理を行っていた
ものと評価する。
飼養動物の衛生管
理や、要求水準を大
きく超える緑地管理
など、市民が憩うこ
とのできる場の提供
を行い、利用者の
ニーズに応えるよう
な管理を行ったこと
を高く評価する。
また、機械類の備品
が老朽化する中で、
日々の管理を適切
に行っていることを
評価する。

4
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

他項目内容と一体
的にニーズを把握し
たうえでコースを見
直し実施したことを
評価する。
感染症対策に取り
組みながら、柔軟に
実施可能な業務を
模索・継続する姿勢
も評価できる。
※確認書締結事項

積極的な働きかけ
により、要求水準を
大きく超える多くの
学校が利用している
ことを高く評価する。
感染症対策に取り
組みながら、柔軟に
実施可能な業務を
模索・継続する姿勢
も評価できる。

（4）事業の計
画・実施業務

▽　　農業体験に関する業務

イ　栽培・収穫・加工体験業務
　仕様の水準に従い、栽培・収穫・加工等を体験でき
るコースを10コース実施した。ただし、前年度の収穫
体験者の激増（23,084人増）に伴い、全体の定員数
を削減して使用する畑面積を縮小し、収穫体験参加
者の増加に対応する必要が生じたため、定員数は
165組（前年度218組、53組減）とした。
コロナ禍により、播種・植え付けはタマネギとじゃが
いものコースのみ実施、他は職員が作業を行った。
全体の参加組数は161組で定員の97.5％となり、前
年度の88.5％（193組）から9％増加し、ほぼ満員と
なった。

栽培・収穫・加工体
験業務を仕様の水
準に従い、10コース
で実施した。
参加組数は定員の
97.5％（前年度比
9％増）であり、ほぼ
満員となった。

ウ　学校教育との連携業務
　札幌市内の小学校等を対象に農産物の知識を習
得することを目的とした事業を実施した。
　畑については、じゃがいも、エダマメ、サツマイモ、ト
ウモロコシ等の農産物の植え付け・栽培・収穫・調理
等の体験を学習する内容で実施しているが、コロナ
禍により植え付けは2校のみ、他は収穫のみの体験
となった。体験学習を行ったのは29校で前年度（27
校）比2校増となった。
　水田学習もコロナ禍により田植えが中止となり稲刈
りのみ実施した。そのため、3校がキャンセルし、体
験学習を行ったのは前年比1校減の6校に留まった。
全体で前年度比1校増の35校が体験学習を行った。

コロナ禍によるキャ
ンセルもあったが、
仕様書の要求水準
（25校以上）を大きく
超える35校が参加
した。
今後も具体的な体
験プログラムを送付
する等積極的に利
用の働きかけを行
い参加者の増加に
努める。

カ　修繕業務
　　修繕工事については札幌市の承認を得て行っ
た。早急かつ適切な対応により修繕を実施したので
利用者の利用に支障がなかった。安全管理等にも充
分配慮して修繕を実施したので事故等もなかった。

キ　備品管理
　　備品は、利用者の利用に支障が生じる事の無い
よう、常に保守点検を行った。又、不具合の生じた備
品については札幌市に報告のうえ、随時修繕や代用
品の確保等必要な対応を適切に行った。

ク　駐車場管理
　　巡回等で駐車場利用車両の管理を行った。利用
者が円滑に駐車できるよう案内・誘導看板を設置し、
利用者の円滑な利用を確保した。

サッポロさとらんどが（大規模な火事における）広域
避難場所であることも踏まえ、「防災計画書」に基づ
いて適切な防災体制を構築し、防災に努めた。
「災害対応マニュアル」により災害の発生に備えると
共に、4月と11月に消防訓練を、4月と7月とに防災教
育を実施して、災害発生時に適切な行動が行えるよ
う備えた。

日頃から研修や訓
練を実施して防災
に努めた。
災害は、いつ発生
するか予測できな
いので今後も怠りな
く備えを続ける。

ア　収穫体験業務
　仕様の水準に従い、収穫体験をすることができる
農作物を栽培して利用者の体験に供した。ホーム
ページに体験予定カレンダーとその日収穫できる作
物を毎日掲載し、利用者の利便性に配慮した。
　コロナ禍による休業のため、体験日数は前年度比
で49％（65日）減少した。そのため参加人数は48,828
人と前年度（49,826人）に比べて減少したが、1日当
たりの参加人数が697人に激増（前年度は369人で
約1.9倍）したため、約2％（998人）の減少に留まっ
た。

収穫体験は、仕様
の水準に従い、利
用者の体験に供し
た。
コロナ禍により前年
度に比べて体験日
数は49％減ったが、
参加人数は約２％
減に留まった。

▽　防災

日頃から防災体制
の確立に努めてい
たことを評価する。

適切な圃場管理の
実施、収穫可能作
物の細やかな情報
提供等により、コロ
ナ禍による施設閉
鎖を実施しながらも
一日当たりの参加
人数が増加し、また
適切に運営したこと
を評価する。
※確認書締結事項

5
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適切な管理・運営を
行い、栽培指導など
高いサービスを維持
したことで、利用者
から高い評価を得た
ことを高く評価する。

利用者ニーズに応
えるとともに高い満
足度を維持したこ
と、食と農に対する
市民の理解と関心
を高めたことを高く
評価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施可
能な業務を模索・継
続する姿勢も評価で
きる。
※確認書締結事項

芝生管理など、適正
な管理を行っている
ことを評価する。感
染症対策の取組に
ついて、引続き協力
をお願いしたい。
※確認書締結事項

仕様書に基づき適
正な管理を行ってい
ることを評価する。
感染症対策のほ
か、安全運転、無事
故運行に努めること
を期待する。
※確認書締結事項

動物の体調などを
考慮し、適正な管理
を行っていることを
評価する。感染症対
策の取組について、
引続き協力をお願
いしたい。
※確認書締結事項

▽　緑とふれあい、憩うことのできる場を市民に提供する
業務

ア　パークゴルフ場運営
　良好なプレー環境を維持するため、施設の点検や
補修等を実施し、常に3コースを利用に供した。
利用者は3,953人（前年度比4,041人減）で、コロナ禍
による約3か月（前年度の約3倍）の休業の影響によ
り約51％減少した。

エ　市民農園管理業務
　貸出期間・利用時間、利用者の公募と抽選での決
定、園内で製造した堆肥の活用等、仕様書の要求水
準を満たして市民農園管理業務を行った。
適切な管理・運営を行うとともに、栽培指導等を充実
させたので、利用者アンケートでは98.1％が「満足」
及び「やや満足」と回答した。

仕様書の水準を達
成して適切な管理・
運営を行うととも
に、栽培指導等を
充実させて利用者
アンケートで高い評
価を得た。

オ、カ　手づくり体験業務と農業・畜産等講座
  仕様書の水準に従い、バターづくりやアイスクリー
ムづくり等の各種手づくり体験を企画したが、コロナ
禍による3か月強の休業（前年度の約1.5倍の期間）
の影響が大きく、手づくり体験参加者は2,353人で前
年度比約45％減（1,904人減）となった。
　料理、農産・畜産加工、工芸等の各種講座も仕様
書の水準に従って企画したが、２度にわたる合計３
か月強の休業により外部講師のスケジュール調整
が困難となり中止する講座が多数発生した。そのた
め、内部講師による食育講座を多数開催する対応を
行った。その結果、講座参加者は1,216人で前年度
比30％（282人）増となった。
講座は、利用者ニーズに応えるために専門分野で活
躍する多彩な顔触れの外部講師を招いて幅広い内
容で実施したので、講座利用者アンケートによる満
足度は95.4％と大変好評だった。

手づくり体験、講座
とも新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
対応をしっかりと
行って実施した。
3か月強の休業等コ
ロナ禍の影響が大
きく、全体の参加者
数は前年度を大きく
下回ったが、講座参
加者アンケートの満
足度が95.4％に達
する等質の高い体
験を参加者に提供
出来た。

仕様書に基づき適
切な管理・運営を
行ったが、コロナ禍
の影響により利用
者数は激減した。

イ　SLバス
　定期点検や日常点検をしっかりと行って事業を運
営し、無事故で運行を終えた。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため乗車人数
を制限して運行したうえに、コロナ禍で約3か月（前年
度の約1.5倍）休業したため、利用者数は9,288人に
留まり、前年度より37％（5,437人）減少した。

仕様書に基づき適
切な運行を行った。
コロナ禍の影響によ
り利用者数は大きく
減少した。

ウ　引き馬
　馬の体調を把握しながら、また安全確保に留意し
て運行し、事故無く事業を終了した。
　コロナ禍の影響により3か月強（前年度の3倍強）休
業したため、利用者数は2,879人で前年度比31％
（1,275人）減と大幅に減少した。

仕様書に基づき適
切な運行を行った。
コロナ禍の影響によ
り利用者数は大きく
減少した。
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動物の体調などを
考慮し、適正な管理
を行っていることを
評価する。感染症対
策の取組について、
引続き協力をお願
いしたい。
※確認書締結事項

仕様書に基づき適
正な管理を行ってい
ることを評価する。
感染症対策のほ
か、資材の整備点
検等による安全管
理を継続してくださ
い。
※確認書締結事項
感染症対策の影響
について、やむを得
ない対応である。
※確認書締結事項

積極的な働きかけ
により、ファーマー
ズ会員が増加したこ
とを評価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施可
能な業務を模索・継
続することを期待す
る。

地産地消への理解
を促す催事開催実
施、積極的なPRに
より、札幌広域圏の
農産物の普及に尽
力したことを評価す
る。さっぽろ連携中
枢都市圏の農産物
の普及についての
取組みも評価でき
る。利用者等の減少
は感染症対策の影
響から、やむを得な
いと認識している。

ホームページを有効
活用していることを
評価する。

カ　炊事広場
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、前年度
に引き続いて炊事広場を閉鎖し、利用休止とした。

▽　農業に関する情報収集及び提供業務

エ　馬車
　馬の体調を把握しながら、安全確保に留意して運
行した。
　前年度は、コロナ禍の影響と馬の死亡により約1か
月しか営業できなかったため、コロナ禍により3か月
強休業したものの利用者数は3,065人となり、前年度
比3.6倍（2,220人増）となった。

仕様書に基づき適
切な運行を行った。
前年度の運行期間
が短かったため、コ
ロナ禍ではあったが
利用者数は激増し
た。

オ　レンタサイクル
　総合整備点検や日常点検を行い安全管理に充分
注意して事故なく事業を運営した。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、前年度
と同様に2輪車の貸し出しを中止して4輪車のみの貸
し出しで実施した。
　コロナ禍の影響により3か月強（前年度の3倍強）休
業したため、利用者数は7,842人で前年度比44％
（6,246人）減と大幅に減少した。

レンタサイクルは仕
様書に基づき事故
なく実施した。
コロナ禍の影響によ
り3か月強休業した
ため利用者数は大
きく減少した。

コロナ禍のため炊
事広場を閉鎖し、利
用を休止した。

▽　農業者と消費者の交流の場を提供する業務

ア　「ファーマーズマーケット事業」運営
　　さとらんどセンター前、センターポーチ、交流館等
で市内及び近郊農家による直売方式で実施した。利
用者からの意見や要望を聞き、その声を事業運営に
反映させた。ホームページ等で「ファーマーズ会員募
集」の取り組みを行ない会員が1件増えた。
　消費者と農業者の交流、地産地消推進のために毎
年開催していたファーマーズ会員中心のイベント
「ファーマーズ大集合」を、コロナ禍により中止した。
　コロナ禍により3か月以上事業を休止したため、出
店件数は前年度比90件減の52件に留まった。

コロナ禍の影響によ
り、3か月以上の事
業休止やファーマー
ズ会員を中心とす
るイベントの中止を
余儀なくされた。
そのため、前年度
に比べて出店件数
は激減した。

イ　「札幌市の農業施策との連携事業」運営
　札幌市の「地産地消推進事業」や札幌近郊の農業
関連団体との連携を図り、交流館を積極的に活用し
て「さっぽろとれたてっこ」、及び、石狩管内等の農畜
産物のＰＲ・展示・販売を実施し、来園者に対して地
産地消への理解を促す取り組みを行った。
　また、札幌市及び札幌連携中枢都市圏の市町村と
の連携を図り、12市町村の情報を発信する取り組み
を行った。
　コロナ禍の影響で、さとらんど市場の営業日数は
前年度比53％（48日）減の42日に留まり、苗もの等
の販売も取り止めたため、さとらんど市場のレジを通
過したお客様は前年度比63％減（20,841人減）の
12,036人となり、販売金額は前年度比59％減（545万
円減）の約383万円となって、いずれも大きく減少し
た。

交流館で「さとらん
ど市場」の運営を
行って札幌市内や
石狩管内等の農畜
産物のＰＲ・展示・
販売を実施した。
また、札幌市及び
札幌連携中枢都市
圏の市町村との連
携を図り、情報を発
信した。
コロナ禍の影響で
利用者数と売り上
げは大きく減少し
た。

ア　農業に関する情報の収集・提供業務
「さっぽろ農学校入門コース」の講義を始め、家庭菜
園や市民農園に取り組む市民にとって有益な農に関
する情報を収集し、ホームページで提供した。

ホームページを有
効活用して農業情
報を提供した。
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利用者に農産物に
関する情報提供を
行いながら、適切に
実施したことを評価
する。

感染症の影響下で
ありながら、例年並
みの利用者数で
あったことを評価す
る。感染症対策に取
り組みながら、実施
可能な業務の模索・
継続を期待する。

感染症対策に関係
したイベントの中
止、入園者数の減
少、アンケート満足
度の低下について
は、やむを得ないも
のと認識する。感染
症対策に取り組み
ながら、実施可能な
業務を模索・継続す
ることを期待する。

感染症対策の影響
について、やむを得
ないと認識してい
る。
※確認書締結あり

相談体制の充実、
ホームページの活
用など、市民の要望
に対応したことを評
価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施可
能な業務の模索・継
続を期待する。

コロナ禍の影響で、
「さっぽろ農学校入
門コース」を中止し
た。

イ　園芸相談業務
　市民農園栽培相談員2名、園芸相談員2名の計4名
を配置したが、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、室内での園芸相談業務を取り止め、屋外や電
話での相談のみに対応を変更せざるを得なかった。
　相談件数は3,739件で前年度比4％増（153件増）と
少し増加した。
　特に関心の高い相談についてはホームページでも
閲覧できる対応を行った。

相談員を4名配置し
た。
コロナ禍の影響で、
相談方法は屋外や
電話での相談のみ
に変更せざるを得
なかった。相談件数
は増加した。

ウ　貸室管理業務
　※（5）施設利用に関する業務にて記載

ア　札幌市農業支援センターで生産された農産物等
の売払い
　仕様書に従い、札幌市農業支援センターで生産さ
れた農産物等の施設利用者に対する売払いを、札
幌市と協定を締結のうえ、適切に行った。
　コロナ禍の影響で、約1か月半営業を休止した。

農産物の特徴や調
理法等、利用者に
とって有用な情報の
提供を心掛けて売
払いを行った。

イ　冬期施設活用事業
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ソーシャ
ルディスタンスの確保や乗車人数の制限、アルコー
ル消毒等の感染防止対応をしっかりと行い、屋外で
実施出来る事業のみを行った。
　利用者数は10,519人で前年度に比べて約37％
（6,294人）減少したが、前年度は、これ以上無いと言
う程好天続きだったうえに、他施設が改修工事のた
めに冬期事業を休止したという外的条件に極めて恵
まれた例外的な年であったために過去最高を記録し
たものであり、標準的な水準に戻ったものである。

新型コロナウイルス
感染防止対応を
しっかりと行い、完
全に屋外で実施出
来る事業のみを
行った。
利用者数は、外的
条件に極めて恵ま
れた前年度より減
少したが例年並み
であった。

ア　市民農業講座にかかる企画・運営
　「さっぽろ農学校入門コース」を全18回計36講義で
実施する計画であったが、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、4回8講義で中止とせざるを得な
かった。

▽　その他さとらんどの設置目的を達成するために必要
な業務

▽　農業に関する研修講習等の場の提供業務

イ　農業振興イベント業務
　コロナ禍の影響で、予定していた15の農業振興イ
ベントのうち過半数を大きく超える11を中止した。ま
た、開催した4つのイベントについても新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、規模の縮小や内容の変
更、オンラインでの開催を行わざるを得なかった。そ
のため、イベント入園者数は前年度比約79％減
（61,750人減）の16,800人と激減した。
　イベントに対するアンケートの満足度は、前年度に
比べて「普通」という評価が7.5％減少して満足に転じ
たため、満足度は80％となり仕様書の水準を達成し
た。

コロナ禍の影響で、
11のイベントを中止
し、開催したイベント
も規模の縮小や内
容の変更を行わざ
るを得なかった。
そのためイベント入
園者数は激減した。
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

条例、規則、要領に
基づき適正に業務
を行ったものと評価
する。
感染症対策に取り
組みながら、実施可
能な業務の模索・継
続を期待する。
※確認書締結事項

要求水準を満たして
実施したことを評価
する。
マスコミ各社への積
極的な情報提供の
ほか、ＳＮＳの取り
組みの強化として新
しくLINEの活用を始
めたことを高く評価
する。
感染症対策下にお
いて、実施可能な広
報、啓発手法を模
索・継続することを
期待する。

マスコミ各社へ積極
的に働きかけを行っ
てテレビや新聞で
数多く報道して頂い
たが、休業の影響
が大きく報道回数
は減少した。
ウェブアクセシビリ
ティの取組を適切に
実施した。
園内情報を始め、
各事業のお知らせ
や現況等を写真や
動画で発信し、広報
の充実と情報発信
の強化に努めた。
ＳＮＳの新たな取り
組みとしてＬＩＮＥの
活用を開始した。

（前回からの継続指定のため、引き継ぎ業務なし）

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、貸し出しの中止
や人数制限等の対
応をせざるを得な
かった。
前年度に比べて休
業期間が増えたた
め、利用件数、利用
人数とも減少した。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　不承認 0件、　取消し0 件、　減免 29件、　還付 0件

▽　利用促進の取組

コロナ禍の影響で、利用促進の取り組みを実施出来
なかった。休業による貸し出し中止期間が長かった
ため、毎年ご利用頂いている団体や企業に利用の
中止をお願いする場合もあった。

センター　前年度比　利用件数   -449件、
　　　　　　　　　　　　　 利用人数   -535人
交流館　  前年度比　利用件数    　  0件、
　　　　　　　　　　　　　 利用人数  　　  0人
センターは、コロナ禍による休業期間増加の影響に
より、利用件数、利用人数とも大きく減少した。
交流館は、前年度に引き続いて貸室の利用実績が
無く、利用件数、利用人数とも実績無しとした。

　広報活動には重点的に取り組んだ。
マスコミ各社に積極的にイベント等の情報提供を行
い、テレビで8回（前年度比7回減）、ラジオで2回（前
年度比2回増）報道され、新聞では9回（前年度比6回
減）記事が掲載されたが、コロナ禍による休業の影
響が大きく回数は減少した。
また、ウェブアクセシビリティの取組として、ウェブコ
ンテンツJIS X8341-3：2016の適合レベルAAに準拠
する対応を行い、3月に試験を実施、その結果を公
開した。
要求水準には無いが、さとらんどをＰＲするためにＳ
ＮＳでの取り組みを強化し、Facebook、Instagramに
加え、新たにLINEを開始した。園内情報を始め、各
事業のお知らせや現況等を写真や動画で発信した。
また、フォトコンテストを7月と1月に実施する等、情報
発信と広報の充実に努めた。
毎年、動画を制作して「札幌駅前通地下広場北２条
広場公共サイネージシステムSapporo＊north2」等で
公開していたが、コロナ禍の影響で昨年度に引き続
き動画の制作が出来ず、やむなく休止とした。

▽　引継ぎ業務

注1：件数と稼働率は、指定管理業務による利用を含
む。人数は、貸室利用の人数である。（イベント等に
よる利用について人数の計測が出来ないため）
注2：さとらんどセンター、さとらんど交流館とも、コロ
ナ禍により、貸室の貸し出しを2度にわたり合計で4
か月以上休止した。
注3：さとらんどセンターの第一・第二・第三会議室と
視聴覚室は、改装のため、約2か月貸室の貸し出し
を休止した。

500 0

15％ 0％0%

稼働率(％) 30％

件数(件)

人数(人）

0

稼働率(％)

さとらん
ど

交流館

0 200

0

1280

1005

831

1540

Ｒ２年度実績

1600人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)
さとらん
ど

センター
28% 35％

1300

（5）施設利用
に関する業
務

R元年度実績 Ｒ２年度計画
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

さとらんどの設置目
的を踏まえて適切に
実施したことを評価
する。
感染症対策下にお
いて、レストラン事
業の事業者の撤退・
休止は継続されて
いるものの、売店に
ついては、新しい事
業者による運営が
開始されたことを評
価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施可
能な業務の模索・継
続を期待する。

適切な配慮を念頭
に事業展開を行って
きたものと評価す
る。
感染症対策に取り
組みながら、実施可
能な業務の模索・継
続を期待する。

売店事業　  （利用者約8,600人　売上約490万円）
　　　　　　　　　　　　　　　施設使用料収入　　 32万円
自動販売機事業　　　　　　   手数料収入 　90.2万円
パークゴルフ用具貸し出し事業      収入 　 29.1万円
おもしろ自転車事業　　　　　　　 　　 収入  　164万円
牧場動物のえさの販売事業　　　  　収入　  123万円
キャラクターグッズの販売事業　 　 収入　 　0.9万円

  コロナ禍による休業により、自動販売機事業以外
は3か月強の休業となった。そのため、収入は計画
の約52％（439.2万円）に留まった。

注：令和元年度まで実施していたレストラン事業は、
     レストラン業者がコロナ禍等の影響により令和元
    年度で撤退し、その後、自主事業として営業する
    レストラン業者が確保できないため、令和2年度
　 に引き続き、令和3年度も事業を休止した。

自主事業は、さとら
んどの設置目的を
踏まえて計画し、一
般の利用を妨げな
いよう配慮するとと
もに、市民が利用し
やすい料金を設定
して、適切に実施し
た。
コロナ禍の影響によ
る休業により営業
期間が3か月強短
縮されたため、収入
は計画の半分強に
留まった。

修繕工事や冬季園内除雪等の第三者委託、ＳＬバス
や遊具、自転車等の点検、手づくり体験の原材料、
印刷物、ガソリン・Ａ重油・灯油・ガス・電気等の購入
を市内企業に発注し、市内企業の積極的な活用を
図った。
封筒等の印刷物を障がい者施設へ発注する等、福
祉施策への配慮を心掛けた。障がい者の就労拡大
に協力する目的で毎年知的障がい者施設へ委託し
ていた花壇の除草業務は、コロナ禍により令和2年
度はやむなく中止したが、令和3年度は復活させた。

市内企業の活用に
積極的に取り組ん
だ。
障がい者施設へ除
草業務の委託や印
刷物の発注を行う
等、福祉施策への
配慮を心掛けた。

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

10



（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

各事業ごとに詳細に
アンケートを実施
し、利用者意見の分
析及び事業の改善
に活用し、総合満足
度が８０％を上回っ
たことを評価する。
イベントのアンケー
ト結果が低い数値と
なっていることにつ
いて、感染症対策の
影響を受けたことは
やむを得ないと認識
している。

利用者ニーズに寄り
沿いながら、かつ感
染症対策を適切に
行うことは困難なこ
ともあるが、引き続
き実施可否を検討・
対応していることを
期待する。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

利用者から、講座と
イベントの増設の要
望があったが、コロ
ナ禍により中止が
多数発生する状況
下のため、今後の
検討課題とせざるを
得なかった。

・総合満足度は、不満・少し不満と回答された方が
1％、普通が7％、満足・とても満足が92％だった。満
足・とても満足は仕様書の目標を12％超え、満足度
は高かった。
・職員の接遇に関するアンケートは、悪かった・あま
り良くなかったが1％未満。普通が7％、大変良かっ
た・まあ良かった92％で、大変良かった・まあ良かっ
たは仕様書の目標を12％超え、満足度は高かった。
・各種体験・講座参加者の満足度は、不満・やや不
満が1％未満、普通が3％強、満足・やや満足が96％
だった。満足・やや満足が仕様書の目標の80％を
16％も超え、満足度は非常に高かった。
・イベントの満足度は、不満・やや不満が3％強、普
通が16％強、満足・やや満足が80％で仕様書の目
標と同じだった。
・イベントのアンケートのみ低い数値となっているが、
コロナ禍の影響を最も受けたのがイベントであり、大
部分を中止、または内容を変更して開催したことが
反映された結果であると受け止めている。
・利用料金についても高いと回答している利用者が
少ないため、適切な範囲にあるものと考える。

4月～３月に実施。
一般利用者向け、各種体験・講座の参加者向け、イ
ベント開催時の利用者向け、農学校・市民農園等の
個別事業の参加者向け等、利用状況に応じてアン
ケートを実施した。
アンケートの有効回答の総数は921通。

全ての項目で仕様
書の要求水準であ
る80％以上の満足
度を達成した。
イベント以外の3項
目については、仕様
書の目標を10％以
上上回っており満足
度の高い運営が出
来た。
不満のご意見は全
てのアンケートで
4％未満であり、特
にイベント以外の3
項目では1％未満と
少なかった。
イベントのアンケー
ト結果のみ低い数
値となっているが、
コロナ禍の影響によ
りイベントの多くを
中止したり内容を変
更した影響が反映
されたと思われるた
め、今後、満足度の
向上を図る。

【要望】
講座の増設・新設を希望する声が特に多かった。
①漬物の講座について、既存の漬物講座（キムチ、
きゅうり、ニシン漬け、玄米漬け等）以外の漬物講座
（ナスや赤カブ等）新設の要望があった。
②中華系の料理講座（餃子、焼売、春巻き、酢豚等）
の増設の要望があった。
③パンの講座（塩バターロール、野菜を使ったパン
等）の増設の要望があった。
【対応】
本来であれば、直ちに講座内容を見直して講座の増
設・新設を行うところであるが、コロナ禍による休業
が2度発生し、休業期間も長かったため、現状では外
部講師の確保とスケジュール調整が困難であり、今
後の検討課題とせざるを得なかった。

【要望】
イベントに関する要望があった。
①子供むけのイベントを増やして欲しい。
②定期的に色々なイベントをやって欲しい。
【対応】
コロナ禍によりほとんどのイベントが中止となったた
め、増設については今後の検討課題とした。

結果概
要

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

未払い消費税 13,200 11,440 ▲ 1,760

４　収支状況

237,812 252,715 14,903

利用料金

▼収入について
　・利用料金収入は、計画比約814万円の減収だった。コロナ禍
による休館補償額約911万円を加算すると実質は約97万円の増
収。特に2度のコロナ禍休業明け（7月と10月）の利用が想定外に
好調だったためパークゴルフ事業以外は増収だった。
　・その他収入は、計画比約1247万円の減収だった。コロナ禍に
よる休館補償額約746万円を加算しても、実質は約501万円の減
収。特にさとらんど市場の減収約599万円の影響が大きかった。
　・自主事業収入は、約3か月強のコロナ禍による休業が大きく
影響して計画比約399万円の減収だった。中でもおもしろ自転車
事業は316万円の減収となった。
▼支出について
　・コロナ禍の影響による収入の大幅な減少等の理由により、消
費税の支出額が計画比－176万円と大きく減少した。
　・指定管理業務の支出は、計画比で約525万円減少した。減少
の主なものは地産地消推進事業（さとらんど市場）の仕入れ等の
経費で599万円減少した。
　・自主事業の支出は、計画比で約302万円減少した。おもしろ
自転車事業の委託費と休業期間中の人件費が大きく減少した。
▼収支について
　・コロナ禍の影響のため、収入全体は計画から大きく相違し、
休館補償を含めても約970万円の大幅減収となった。
　・全体の収支は約42万円の黒字であるが、内訳は、指定管理
事業の黒字が約27万円、自主事業の黒字は約15万円であった。
　・自主事業は休館補償の対象外であるため、今後は事業を見
直し、利益が確保しにくい事業については取り止める方向で対応
せざるを得ないことが明確になった。

当団体の財務状況等に問題は無く、安定経営能力を維持してい
る。

17,038 8,894 ▲ 8,144

指定管理費

▲ 9,703

指定管理業務収入 285,945 280,230

（千円）

・収入について
　利用料金収入は、
コロナ禍休業明け
（7月と10月）の利用
が好調だったため、
計画比実質約97万
円の増収だった。
　その他収入は、計
画比実質501万円
の減収だった。
　指定管理業務収
入全体では計画比
約572万円の減収
だった。
　自主事業収入は、
コロナ禍の影響が
大きく計画比約399
万円の大幅な減収
だった。
　収入全体では、計
画比約970万円の
減収であった。

・支出について
　支出は、コロナ禍
の影響により、さと
らんど市場の仕入
費、消費税、中止し
た分のイベント経費
等が計画から大きく
減少した。
　収入の大幅な減
少に対応するため
支出の抑制に努め
たが、経年劣化や
安全対策上のため
の対応費用につい
ては支出を惜しまな
かったので修繕費
用が約228万円、備
品購入費用が約
118万円計画よりも
増えた。
・収支について
　全体の収支は約
42万円の黒字で、
内訳は、指定管理
事業が約27万円、
自主事業が約15万
円の黒字であった。

▲ 5,715

収入 294,325 284,622

▽　収支

項目 Ｒ３年度計画 Ｒ３年度決算 差（決算-計画）

▲ 80

利益還元 0 0 0

法人税等 120200

支出 280,912 272,640 ▲ 8,272

自主事業支出 7,264 4,242 ▲ 3,022

収入-支出 13,413 11,982 ▲ 1,431

純利益 13 422 409

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

感染症対策の影響
による休館や施設
の利用制限等、予
測不能な事態への
対処が求められる
中で、支出の抑制、
社会情勢と利用者
ニーズに合致した事
業実施等の対応を
行ったことは評価で
きる。
感染症対策に取り
組みながらの模索・
継続を期待する。

その他 31,095 18,621 ▲ 12,474

自主事業収入 8,380 4,392 ▲ 3,988

指定管理業務支出 273,648 268,398 ▲ 5,250

各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
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Ⅲ　総合評価

新型コロナウイルス感染症対策として、施設の閉鎖等
を行ったことから、要求水準の取扱い等を協議し、合
意した確認書を締結している。そのため、他年度との
比較は困難な状況ではあるが、実施事業全般につい
て、適切な管理運営を行っており、設置目的及び市民
要求を満たした事業展開を行っている。また、自主事
業に関しても創意工夫しながら利用者増加に貢献して
いることなどを評価する。
日々変化する感染症拡大状況に合わせて、感染症対
策として休館や施設の利用制限等、予測不能な事態
への対処が求められ、当初計画通りの事業実施が困
難である中で、市や関係行政の指示に従い感染の広
がりや各フェーズに合わせた管理運営を行ったことは
評価できる。
感染症対策の影響により、イベントによる食と農の情
報発信や体験の提供機会が減少してしまったが、収
穫体験事業において１日あたりの利用人数が激増す
る等、利用者の食や農に関する関心の高さが伺えると
ともに、利用者ニーズに合致した事業実施ができたこ
とは評価できる。
新たにLINEの活用を開始し、写真や動画による情報
発信強化に努めたことを高く評価する。これら広報の
取組により、施設や各種事業の魅力を利用者に伝え
られるよう、継続してよりよい事業・手法を検討しつ
つ、感染症に関する状況を適切に反映させた管理・運
営を期待する。

感染症の影響から、利用者の動きも、当初の想定とは違う
変動をしているため、担当する職員の業務負担も異なって
きていると思われる。柔軟に人員配置や業務体制を見直
し、適切な組織運営ができるよう努めること。
また、感染症の影響から、屋外施設、屋外作業への利用
者ニーズが高まってきていると思わる。さとらんどの設置
目的である体験実習や緑との憩いの場の提供をより促進
できるよう、引き続き適切な管理運営を行うこと。
当施設は1995年の開園から26年が経過し、施設・設備等
の老朽化が顕著になってきている。今後も老朽化による修
繕費が増加し、管理・運営の中での支出負担が多くなるこ
とが想定されるが、利用者の安全性に留意し、迅速・的確
に整備されることを期待する。また、限りある予算の中で、
魅力的な施設運営を行いつつ老朽化対応を実施していく
ためには、将来的な施設のあり方を踏まえた施設の中長
期的な維持管理計画の検討が必須となる。施設の方向性
や実施内容の優先順位付けを行い、更新・撤去・新設等の
作業を効率的に実施していくことが求められる。市と指定
管理者と協議を行いながら、今後の方向性を検討していき
たい。
さとらんどの魅力を伝えるためのソフト事業に関する取組
と展開について、指定管理者からの積極的な提案と実施
を期待する。

改善指導・指示事項総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

　　全体的に適切な管理運営を実施した。
　コロナ禍により、前年度より長い期間（約3か月強）の
休業を余儀なくされたので、ほとんどの事業で売り上
げ金額や参加者数は前年度を大きく下回った。
　一方で、コロナ禍は、市民に感染リスクの少ない屋
外での事業への参加を促し、食への意識を高める効
果も産んだ。そのため、収穫体験の1日あたりの参加
者数が前年度の約1.9倍と激増し、農園担当職員は多
忙を極めた。
　また、園内の花壇の見物や写真撮影を目的とする来
園者が増加したこともコロナ禍がもたらしたものと考え
られる。
　利用者アンケートによる満足度は、4項目全てで仕様
書の目標値である80％を達成した。中でも総合満足
度、職員の接遇に関する満足度、各種体験・講座等に
関する満足度の3つは90％以上を記録し、満足度の高
い運営を達成出来た。
　広報活動には重点的に取り組み、マスコミ各社へ積
極的に働きかけを行ってテレビや新聞で数多く報道し
て頂いたが、休業期間増加の影響が大きく前年度より
も報道回数は減少した。
また、ＳＮＳの取り組みではＬＩＮＥを追加し、さとらんど
の魅力のＰＲに努めた。

　令和2年度は、コロナ禍の影響で収穫体験の参加者が激
増し、過去最高を記録したが、令和３年度は収穫体験の1
日あたりの参加者数が激増した。この傾向はしばらく続くも
のと考えられるため、畑の効率的な活用を図って農業体験
交流施設の根幹である農園部門の一層の充実に努める。
また、園内の花の見物や写真撮影のため来園者が多く訪
れたので、そのニーズに応えるために花壇や緑地の充実
を図りたい。
　コロナ禍は、外食の自粛等により市民の食に関する関心
を高める結果を生じさせた。食と農に対する市民の理解と
関心を更に高めるため、交流館での地産地消等に関する
ＰＲや展示の充実を図り、市民に更なる理解を促したい。
　講座の増設について利用者の要望が多いため、利用者
にとって魅力的な体験を提供できるよう講座や手づくり体
験の改善について積極的に検討したい。
　引き続きＳＮＳを積極的に活用して広報活動の強化に努
め、市民によりさとらんどの魅力を知って頂けるように取り
組む。
　施設等の老朽化に伴う修繕対応を迅速的確に行って市
民の安全な利用に十分配慮すると共に、増設されたＳＬバ
スや更新される遊具等の運用について、適切に対応でき
るよう取り組む。

【所管局の評価】
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